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11
月
26
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
会 

期
で
11
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例 

会
で
は
、
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
の
教
室
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
育
成
室
等
増
設
費
用

に
係
る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
含
む
一
般 

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）の
ほ
か
、
物
価

高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
内
店
舗
で
使
用

で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム（
40
％
）付
き
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
の
発
行
経
費
や
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
対
す
る
１
人
当
た
り
５
千
円
分
の

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
送
付
に
係
る
経
費
、
さ
ら
に

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
ど
も
１
人
当
た
り

２
万
円
の
支
給
経
費
な
ど
を
計
上
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）が
追
加
提
案
さ

れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
予
算
関
連
の
議
案
を
は
じ
め
、市 

民
ホ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、道
路
占
用 

料
や
公
園
占
用
料
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例

改
正
案
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
49
件

の
議
案
は
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、議
員
か
ら
は
、市
会
議
案
と
し

て
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
委 

員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～
13
面

に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
）

物
価
高
騰
対
応
や
子
育
て
支
援
に

�

関
す
る
予
算
等
を
可
決プレミアム付きデジタル商品券の利用イメージ
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
本定例会では５会派が代表質問を行いました。

　12月３日、４日、５日、８日の４日間で32人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。
その一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は本
定例会の代表質問・質問（個人質問）時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備
えています。

全
庁
で
財
政
状
況
の
危
機
感
共
有
を

問　
市
は
、
経
常
収
支
比
率
や
財
政
調
整

基
金
残
高
等
の
具
体
的
な
財
政
規
律
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
目
標
達
成

は
困
難
で
、
厳
し
い
予
算
編
成
は
避
け
ら

れ
な
い
。
自
ら
定
め
た
財
政
規
律
を
守
る

意
思
は
あ
る
の
か
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
現
状
で
は
指
標
の
即
時
達
成
は
困
難

で
あ
り
、
改
善
に
向
け
て
予
算
編
成
段
階

か
ら
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
令
和

８
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
全
庁
の
共
通
認
識
と
し
、
よ

り
厳
密
な
経
費
の
精
査
に
努
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
の
未
来
図
を
示
せ

問　
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
直
結
の
さ
ん
く
す
等
は
、

老
朽
化
や
社
会
的
要
請
の
変
化
に
対
応
す

る
こ
と
で
同
駅
周
辺
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

吹
田
市
開
発
ビ
ル
株
式
会
社
と
市
で
再
整

備
計
画
を
策
定
し
、
同
地
域
の
魅
力
を
高

め
る
取
り
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
団
地
管
理
組
合
法
人
吹
田
さ
ん
く
す

が
、
同
地
域
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
議
論
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
市
は
、

同
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
必
要
な
支
援
や
連
携
等
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
負
担
を
減
ら
す
公
共
施
設
計
画

問　
公
共
施
設（
一
般
建
築
物
）個
別
施

設
計
画
の
見
直
し
案
に
よ
れ
ば
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
３
６
１
の
施
設
の
維
持
更
新

費
用
と
し
て
今
後
30
年
間
で
約
４
９
８
７

億
円
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
に

市
民
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
見
直
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
後
は
特
定
財
源
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
修
繕
、
複
合
化
で
費
用
の
縮
減
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
中
・
長
期
的
に
は

人
口
動
向
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
施
設
総

量
を
見
直
す
な
ど
の
検
討
も
行
っ
て
い
く
。

市
民
ホ
ー
ル
運
営
の
負
担
と 

管
理
者
報
酬
の
在
り
方

問　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
市
民
ホ
ー
ル

は
多
く
の
住
民
が
利
用
し
て
お
り
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
も
機
能
し
て
き
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
人
件
費
や
光
熱

費
は
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
他
施
設
と
比

べ
て
業
務
が
多
岐
に
わ
た
る
中
、
管
理
者

報
酬
に
関
す
る
取
り
決
め
の
有
無
を
問
う
。

答　
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
管
理
者

で
あ
る
各
地
区
運
営
委
員
長
に
対
す
る
報

酬
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
存
在
し
な
い
。

公
平
な
子
育
て
施
策
へ
の
見
直
し
を

問　

２
歳
児
ま
で
の
保
育
の
選
択
肢
は
多

様
だ
が
、
市
は
第
２
子
分
の
保
育
料
無
償

化
な
ど
保
育
利
用
者
の
た
め
に
過
剰
に
税

金
を
投
じ
て
い
る
。
現
金
給
付
を
行
い
、
保 

育
利
用
者
か
ら
保
育
料
を
徴
収
す
る
こ
と

で
多
様
な
選
択
肢
を
公
平
に
支
援
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
保
育
施
設
は
通
園
児
童
の
保
育
だ
け

で
は
な
く
、
在
宅
で
育
児
を
行
う
保
護
者

の
相
談
窓
口
な
ど
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

答
副
市
長　
保
育
を
利
用
す
る
方
と
し
な

い
方
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
支
援
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

将
来
に
対
す
る
公
平
な
財
政
投
資
を

問　
小
・
中
学
校
の
建
て
替
え
は
将
来
大

き
な
財
政
負
担
と
な
る
が
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
公
平
な
投
資
で
あ
る
。
基
金
の
積

み
立
て
等
の
必
要
性
は
明
確
で
早
期
に
取

り
組
む
べ
き
だ
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
学
校
建
設
時
に
予
測
で
き
な
か 

っ
た
人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど
が
同
時
に

進
む
現
在
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
財

政
負
担
の
責
任
を
い
か
に
果
た
す
べ
き
か
、

公
平
性
の
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

大
阪
維
新
の
会

江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

白し
ら

石い
し　

　
透と

お
る

吹
田
党
・
参
政
党

後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

問　
物
価
水
準
の
高
い
本
市
で
は
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
全
市

民
へ
の
広
範
な
支
援
と
消
費
喚
起
効
果
に

よ
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
が
期
待
で
き

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
国
会
審
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、

基
礎
自
治
体
と
し
て
果
た
す
べ
き
物
価
高

騰
へ
の
支
援
策
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

教
職
員
に
よ
る
暴
力
的
対
応
の
是
正

問　
本
市
で
は
教
職
員
に
よ
る
生
徒
へ
の

暴
力
的
対
応
が
発
生
し
た
が
、
教
育
現
場

で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
に

懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
い
じ
め
防
止
を
進

め
る
立
場
の
教
職
員
自
身
が
加
害
者
と
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
職
員
間
に
お
け

る
い
じ
め
防
止
の
意
識
改
革
を
徹
底
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

答
教
育
長　
教
職
員
に
よ
る
児
童
・
生
徒

へ
の
人
権
侵
害
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
等

の
関
連
法
令
に
の
っ
と
り
、
一
人
一
人
の

人
権
を
大
切
に
し
、
学
校
全
体
で
人
権
意

識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
よ

問　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
30
回
締

約
国
会
議
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り

組
み
の
加
速
化
が
決
定
さ
れ
た
。
市
の
第

３
次
環
境
基
本
計
画
に
係
る
環
境
審
議
会

で
検
証
さ
れ
た
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
変
動
を
厳
し

く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
同
計
画
の
進し

ん

捗ち
ょ
くは

お
お
む
ね
順
調
と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
５
０
年
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
、
特
に

家
庭
・
業
務
部
門
で
の
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
の
推
進
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問　
国
は
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
の
小
学

校
給
食
費
無
償
化
を
表
明
し
た
。
本
市
で

も
２
０
２
５
年
10
月
か
ら
有
償
と
な
っ
た

小
学
校
給
食
費
の
再
無
償
化
や
中
学
校
給

食
の
全
員
給
食
へ
の
移
行
に
合
わ
せ
た
給

食
費
無
償
化
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
教
育
長　
大
阪
府
都
市
教
育
長
協
議
会

を
通
じ
、
国
の
財
政
支
援
に
よ
る
給
食
無

償
化
の
措
置
を
求
め
て
い
る
。
中
学
校
給

食
全
員
給
食
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
、
整

備
等
の
支
援
と
財
政
措
置
を
求
め
て
い
る
。

公
　
明
　
党浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し

日
本
共
産
党山や

ま

根ね　
建た

け

人と

大
阪
維
新
の
会（
10
人
）

　
後ご

藤と
う

久く

美み

子こ　
　
川か

わ

田た　
　
尚

ひ
さ
し

　
江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う　

　
清し

水み
ず　

亮り
ょ
う

佑す
け

　
今い

ま

西に
し　

洋よ
う

治じ　
　
林は

や
し　

　
恭や

す

広ひ
ろ

　
橋は

し

本も
と　

　
潤

じ
ゅ
ん　

　
乾い

ぬ
い　

　
　
詮

さ
と
し

　
高た

か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し　

　
井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

日
本
共
産
党（
７
人
）

　
益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い　

　
玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

　
山や

ま

根ね　
建た

け

人と　
　
村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

　
竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き　

　
塩し

お

見み

み
ゆ
き

　
柿か

き

原は
ら　

真ま

生き

公　
明　
党（
５
人
）

　
浜は

ま

川か
わ　

　
剛

つ
よ
し　

　
井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

　
野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ　

　
矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
小こ

北き
た　

一か
ず

美み

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会（
５
人
）

　
澤さ

わ

田だ　
直な

お

己き　
　
白し

ら

石い
し　

　
透

と
お
る

　
有あ

り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま　
　
泉い

ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ

　
藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け

吹
田
党
・
参
政
党（
２
人
）

　
後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い　

　
中な

か

西に
し　

勇ゆ
う

太た

市
民
と
歩
む
議
員
の
会（
２
人
）

　
梶か

じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ　
　
五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

立
憲
民
主
党（
１
人
）

　
西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

参　
政　
党（
１
人
）

　
久く

保ぼ　
直な

お

子こ

※
会
派
名
に
つ
い
て
は
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

※
会
派
内
の
順
序
は
議
席
番
号
順
で
す
。 （
１
月
27
日
現
在
）

会
派
の
構
成

※�

令
和
８
年
１
月
26
日
付
け
で
、石
川  

勝 

議
員（
吹
田
党・参
政
党
）か
ら
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
地
方
自
治
法
第
１
２
６
条

の
規
定
に
基
づ
き
、同
日
、議
長
に
お
い

て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
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物
価
高
騰
下
の
官
公
需
の
価
格
転
嫁

問　
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
対
し
て
、
市

が
発
注
す
る
業
務
の
契
約
額
や
予
定
価
格

が
実
態
に
追
い
つ
か
ず
事
業
者
負
担
が
増

加
し
て
い
る
。
年
度
途
中
で
も
契
約
額
を

変
更
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、

予
算
確
保
に
向
け
た
現
状
と
課
題
を
問
う
。

答　
価
格
転
嫁
の
必
要
性
は
認
識
し
、
予

算
精
査
を
含
め
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
一
方
で
調
達
価
格
の
上
昇
は
経
常
経

費
の
増
加
と
な
り
財
政
上
の
課
題
で
あ
る
。

拉
致
問
題
の
啓
発
を
強
化
せ
よ

問　
拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
国
民
が
一

丸
と
な
っ
て
被
害
者
救
済
を
求
め
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
問
題
の

風
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
件
当
時
の
被
害

者
と
同
世
代
の
中
学
生
を
中
心
に
、
よ
り

広
く
啓
発
活
動
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
拉
致
問
題
の
啓
発
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
啓
発
用
教
材
の
情
報

を
収
集
し
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教
材

や
効
果
的
な
啓
発
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

要
配
慮
児
童
等
保
育
へ
の
支
援
強
化

問　
要
配
慮
児
童
や
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
児

童
が
増
え
る
中
、
専
門
的
な
療
育
知
識
が

な
い
保
育
園
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
心
理
士
巡

回
相
談
以
外
に
も
、
専
門
職
増
員
を
含
め
、

各
施
設
の
支
援
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
巡
回
相
談
は
保
育
園
が
希
望
す
る
全

児
童
を
対
象
と
し
、
言
語
聴
覚
士
や
作
業

療
法
士
等
も
相
談
に
応
じ
る
。
対
象
施
設

も
拡
大
し
、
職
員
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
。

男
性
の
生
き
づ
ら
さ
へ
の
対
策
は

問　
第
６
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
素

案
に
、
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
に
関
す
る
内

容
が
見
当
た
ら
な
い
。
固
定
観
念
に
よ
る

男
性
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
今
後
５
年
間
の
取
り
組
み
の
中

で
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
素
案
で
は
直
接
触
れ
て
い
な
い
が
、

国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
と
同
様
に
、

性
差
に
関
す
る
偏
見
や
思
い
込
み
解
消
に

向
け
た
意
識
改
革
と
理
解
の
促
進
を
図
る
。

Ｓ
Ａ
Ｆ
へ
の
市
民
参
加
の
推
進
を

問　
市
は
、
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
で
あ

る
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
原
料
と
し
て
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
食
用
油
を
拠
点
回
収
し
て
い

る
。
普
及
促
進
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
付
与
な
ど
、
市
民
が
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
手
段
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
可
能
性
と
重
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
大
切
な
指
摘
と
認
識
し
て

い
る
。
市
民
と
共
に
廃
食
用
油
の
回
収
量

を
増
や
す
運
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市
民
に
対
す
る
職
員
の
姿
勢
を
問
う

問　
市
民
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
す
る
中
、
市

職
員
に
は
縦
割
り
の
打
破
な
ど
民
間
の
サ 

ー
ビ
ス
業
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本

市
職
員
の
応
対
に
市
民
か
ら
厳
し
い
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
仕
事
へ
の

姿
勢
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
企
業
も
行
政
も
、
人
と
し
て
有

す
べ
き
モ
ラ
ル
や
仕
事
へ
の
姿
勢
に
違
い

は
な
い
。
互
い
に
理
解
し
、
他
者
批
判
よ

り
も
自
省
す
る
こ
と
で
成
長
し
て
ほ
し
い
。

幼
稚
園
集
約
は
地
域
の
声
を
聴
い
て

問　
公
共
施
設（
一
般
建
築
物
）個
別
施

設
計
画
の
見
直
し
案
に
公
立
幼
稚
園
の
集

約
検
討
が
示
さ
れ
、
意
見
募
集
が
始
ま
る
。

政
策
に
関
わ
る
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
募

集
前
に
地
域
の
声
を
聴
く
べ
き
で
な
い
か
。

答　
幼
稚
園
は
園
児
数
減
少
を
踏
ま
え
継

続
的
に
検
討
が
必
要
な
施
設
と
し
た
。
現

時
点
で
事
前
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
方
向
性
を
定
め
る
際
に
は
早
期
に
説

明
し
、
地
域
の
意
見
を
伺
う
よ
う
努
め
る
。

質 問（ 個 人 質 問 ）
本定例会では27人の議員が質問（個人質問）
を行いました。

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

澤さ
わ

田だ　
直な

お

己き

大
阪
維
新
の
会

川か
わ

田た　
　

尚ひ
さ
し

公
　
明
　
党小こ

北き
た　

一か
ず

美み

公
　
明
　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら　

真ま

生き

大
阪
維
新
の
会

林は
や
し　

　

恭や
す

広ひ
ろ

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か
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外
郭
団
体
に
関
す
る
指
針
の
遵
守
を

問　
市
の
外
郭
団
体
に
関
す
る
指
針
で
は
、

元
市
職
員
が
役
員
に
就
任
す
る
場
合
、
任

期
は
原
則
65
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
で
あ
る
。
令
和
７
年
７
月
に
例
外
を

報
告
す
る
よ
う
改
定
さ
れ
た
が
、
改
定
前

に
原
則
に
沿
わ
な
い
事
例
は
あ
っ
た
か
。

答　
令
和
７
年
６
月
末
時
点
で
、
８
団
体

中
６
団
体
で
原
則
に
沿
わ
な
い
事
例
が
あ 

っ
た
。
所
管
部
局
に
対
し
、
該
当
団
体
へ

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
う
よ
う
促
す
。

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
へ
の
企
業
誘
致

問　
新
大
阪
駅
周
辺
の
大
型
開
発
に
よ
る

地
価
高
騰
見
込
み
に
よ
り
、
近
隣
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
周
辺
は
事
業
所
設
置
の
需
要

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
好
機
を
捉
え
、

同
駅
周
辺
の
再
開
発
は
企
業
誘
致
を
最
優

先
事
項
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
は
総
合
計
画
と
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
行
う
が
、

社
会
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
同
プ
ラ
ン

の
見
直
し
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
運
転
の
新
ル
ー
ル
周
知
を

問　
令
和
８
年
４
月
の
改
正
道
路
交
通
法

施
行
に
よ
り
、
自
転
車
運
転
の
罰
則
が
厳

し
く
な
る
。
一
時
停
止
や
通
行
区
分
な
ど
、

従
来
の
慣
習
と
の
違
い
か
ら
違
反
し
や
す

い
と
思
わ
れ
る
点
を
市
民
へ
注
意
喚
起
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
安
全
教
育
を
通
じ
た
運
転
マ
ナ
ー
の

向
上
や
路
面
標
示
等
に
よ
る
注
意
喚
起
を

実
施
し
て
き
た
。
引
き
続
き
警
察
と
連
携

し
、
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

契
約
金
額
見
直
し
の
基
準
整
備
を

問　
物
価
上
昇
に
伴
う
工
事
以
外
の
委
託

契
約
等
の
増
額
は
統
一
的
な
判
断
基
準
が

な
く
、
妥
当
性
が
市
民
か
ら
見
え
づ
ら
い
。

工
事
分
野
以
外
で
の
契
約
金
額
増
額
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
例
外
的
に
金
額
を
増
額
す
る
場
合
は
、

市
民
理
解
を
得
る
よ
う
適
切
に
判
断
す
る
。

答
副
市
長　
透
明
性
と
公
平
性
の
観
点
か

ら
判
断
基
準
の
統
一
が
望
ま
し
く
、
他
市

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

市
民
病
院
に
常
勤
の
手
話
通
訳
者
を

問　
市
民
病
院
第
４
期
中
期
目
標
に
は
合

理
的
配
慮
に
取
り
組
む
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、

手
話
通
訳
者
常
時
配
置
を
求
め
る
市
民
意

見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
市
の
責
任
と
し

て
、
運
営
費
負
担
金
を
増
額
し
て
常
勤
の

手
話
通
訳
者
を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
現
時
点
で
は
費
用
や
人
材
確
保
の
面

か
ら
常
勤
の
手
話
通
訳
者
配
置
は
困
難
だ

が
、
引
き
続
き
安
心
し
て
受
診
で
き
る
環

境
整
備
に
つ
い
て
病
院
と
協
議
し
て
い
く
。

公
平
な
主
権
者
教
育
の
推
進
を

問　
国
会
で
、
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
結
果
、
経
済
格
差
の
拡
大
、
民
主

主
義
の
機
能
不
全
、
中
産
階
級
の
貧
困
化
、

各
国
の
主
権
や
文
化
の
損
失
が
指
摘
さ
れ

た
。
こ
の
多
様
な
政
策
課
題
へ
の
本
市
の

主
権
者
教
育
に
お
け
る
指
導
方
針
を
問
う
。

答　
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
も
含
め
、
特
定
の
立
場
に
偏
ら
ず
、

事
実
に
基
づ
き
多
様
な
意
見
や
価
値
観
が

あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

公
　
明
　
党野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ

大
阪
維
新
の
会

橋は
し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん

大
阪
維
新
の
会

今い
ま

西に
し　

洋よ
う

治じ

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

大
阪
維
新
の
会

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ

参
　
政
　
党久く

保ぼ　

直な
お

子こ

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます

　パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。
なお、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。（速報版は、本会議最終日

（討論・採決）から約３週間後に掲載し、正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で
削除します。） 市議会

ホームページ
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吹
田
の
音
楽
力
を
生
か
す
イ
ベ
ン
ト

問　
本
市
は
国
際
音
楽
祭
や
市
民
参
加
の

第
九
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
る
ほ
か
音
楽

家
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
太
陽
の
塔
前

で
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家
と
児
童
・
生
徒
が

共
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　
市
民
合
唱
団
は
専
門
家
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
水
準
が
高
く
、
ま
た
、

音
楽
に
触
れ
る
機
会
の
多
さ
は
誇
る
べ
き

市
の
特
徴
で
あ
る
。
市
民
と
音
楽
家
双
方

に
と
っ
て
大
切
な
場
を
今
後
も
支
援
す
る
。

学
校
で
の
国
旗
掲
揚
と
国
歌
等
斉
唱

問　
国
や
地
域
、
学
校
へ
の
帰
属
意
識
や

感
謝
を
育
む
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、小
・ 

中
学
校
の
運
動
会
等
で
国
旗
掲
揚
と
国

歌
・
校
歌
斉
唱
を
行
う
よ
う
、
教
育
委
員

会
と
し
て
方
針
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
教
育
長　
学
習
指
導
要
領
に
は
体
育
的

行
事
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
は
位
置
づ
け
が

な
い
が
、
要
領
に
基
づ
き
学
校
行
事
の
目

的
に
応
じ
た
国
旗
や
国
歌
等
の
適
切
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
指
導
を
続
け
て
い
く
。

学
習
指
導
要
領
の
柔
軟
な
運
用
を

問　
不
登
校
急
増
の
契
機
は
現
行
の
学
習

指
導
要
領
に
よ
る
過
度
な
競
争
と
管
理
を

押
し
つ
け
た
結
果
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

る
。
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、

同
要
領
の
柔
軟
な
運
用
が
必
要
で
な
い
か
。

答
教
育
長　
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
つ
つ
、
実
態
に
応
じ
て
適
切
な
教
育

課
程
を
編
成
す
る
よ
う
各
校
に
指
導
し
て

い
る
。
今
後
も
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た 

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

問　
坂
道
が
多
く
高
齢
化
率
の
高
い
地
域

で
は
、
歩
道
へ
の
ベ
ン
チ
や
手
す
り
設
置

を
求
め
る
声
が
あ
る
。
地
域
特
性
に
合
わ

せ
た
道
路
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進

が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　
当
事
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域
特

性
に
合
わ
せ
て
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
事
例

が
あ
る
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
た
道
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

学
校
校
舎
建
て
替
え
に
早
期
着
手
を

問　
老
朽
し
て
い
る
校
舎
が
多
く
築
80
年

以
上
の
校
舎
も
あ
り
、
修
繕
対
応
で
は
限

界
が
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
学
童
保
育
、

給
食
調
理
室
の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
複
合
化
等
も
視
野
に
入
れ
て

地
域
理
解
を
得
な
が
ら
建
て
替
え
に
向
け

て
早
期
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
児
童
・
生
徒
数
や
複
合
化
な
ど
多
様

な
要
素
を
考
慮
し
、
課
題
が
解
消
で
き
る

よ
う
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

消
防
の
高
所
救
助
体
制
に
つ
い
て

問　
落
雷
で
市
内
の
観
覧
車
が
停
止
し
、

乗
客
が
長
時
間
閉
じ
込
め
ら
れ
、
消
防
が

乗
客
を
救
出
し
た
事
案
が
あ
っ
た
。
市
内

に
は
市
所
有
の
は
し
ご
車
の
最
大
到
達
高

度
で
あ
る
40
ｍ
を
超
え
る
高
層
建
築
物
が

複
数
あ
る
が
、
高
所
救
助
体
制
は
万
全
か
。

答　
消
防
車
両
の
進
入
路
、
活
動
空
地
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
屋
上
緊
急
離
着
陸
場
等

の
安
全
対
策
を
指
導
し
、
高
所
で
の
救
助

活
動
が
万
全
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

保
育
所
設
置
場
所
の
妥
当
性
を
問
う

問　
に
ぎ
わ
い
が
求
め
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ
吹
田

駅
前
の
商
店
街
に
、
用
途
が
限
定
的
な
保

育
所
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
る
。
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創
出
や
経
済
活
性
化
へ
の
影
響

を
総
合
的
に
ど
う
整
理
し
て
い
る
の
か
。

答　
商
店
街
の
子
育
て
世
帯
対
象
の
取
り

組
み
に
よ
り
同
世
帯
が
継
続
的
に
来
訪
し
、

に
ぎ
わ
い
や
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。一
方
、送
迎
時
の
自
転
車
利
用
に 

伴
う
歩
行
者
の
安
全
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

客
引
き
行
為
等
の
対
策
を
強
化
せ
よ

問　
江
坂
駅
南
口
は
客
引
き
や
客
待
ち
が

多
く
、
中
に
は
府
条
例
で
客
引
き
等
が
禁

止
さ
れ
る
ガ
ー
ル
ズ
バ
ー
等
も
見
ら
れ
る
。

歩
行
の
妨
げ
や
路
上
喫
煙
と
い
っ
た
迷
惑

行
為
も
あ
り
、
地
域
の
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
従
前
よ
り
吹
田
警
察
と
連
携
し
て
い

る
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
り
一
層
の

防
犯
対
策
の
た
め
、
吹
田
警
察
と
緊
密
に

連
携
し
、
取
締
り
強
化
の
協
議
を
進
め
る
。

吹
田
党
・
参
政
党

中な
か

西に
し　

勇ゆ
う

太た

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

有あ
り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

日
本
共
産
党益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い

立
憲
民
主
党西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

梶か
じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ

大
阪
維
新
の
会

高た
か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

泉い
ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ
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外
国
資
本
が
与
え
る
ま
ち
へ
の
影
響

問　
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
が
全
国

で
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
市
が
外
国
資

本
に
よ
る
土
地
取
得
状
況
を
把
握
す
る
仕

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
外
国
人
の
土
地
取
得
情
報
の
把
握
は
、

国
籍
情
報
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録

事
項
に
な
っ
て
お
ら
ず
調
査
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
国
が
進
め
る
移
転
登
記
時
の

国
籍
把
握
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

い
じ
め
を
許
さ
な
い
姿
勢
明
示
を

問　
寝
屋
川
市
は
い
じ
め
対
策
と
し
て
、

教
育
的
指
導
を
行
う
教
育
委
員
会
以
外
に

人
権
問
題
と
し
て
対
応
す
る
市
長
部
局
の

窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の
子
ど
も
を
守
る

決
意
を
示
し
て
い
る
。
本
市
も
市
長
部
局

に
い
じ
め
相
談
窓
口
を
開
設
で
き
な
い
か
。

答
市
長　
い
じ
め
は
教
育
委
員
会
の
責
任

分
野
で
、
市
長
部
局
の
窓
口
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。
訴
訟
を
伴
う
重
大
事
案
に
は
、

教
育
委
員
会
と
行
政
が
共
に
対
応
す
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制
定
を

問　
本
市
は
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
く
、
被

害
者
救
済
の
必
要
性
は
高
い
。
犯
罪
被
害

者
支
援
を
継
続
的
な
行
政
責
任
と
し
て
位

置
づ
け
、
被
害
者
が
孤
立
し
な
い
社
会
づ

く
り
を
制
度
的
に
保
障
す
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
現
在
は
大
阪
府
の
条
例
に
基
づ
き
被

害
者
を
支
援
し
て
い
る
。
市
内
の
被
害
状

況
の
把
握
に
努
め
、
国
や
他
市
の
動
向
を

注
視
し
市
独
自
の
条
例
制
定
を
検
討
す
る
。

太
陽
の
広
場
は 

実
態
に
見
合
っ
た
対
応
を

問　
太
陽
の
広
場
の
人
員
配
置
に
係
る
予

算
は
一
律
１
回
当
た
り
３
人
分
で
あ
る
が
、

対
応
が
難
し
く
増
員
し
て
い
る
地
域
が
あ

る
。
実
情
や
利
用
人
数
、
実
績
に
応
じ
た

柔
軟
な
体
制
が
必
要
だ
が
、
所
見
を
問
う
。

答　
各
地
域
の
協
力
で
必
要
な
人
数
配
置

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
実

情
に
応
じ
た
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

保
育
施
設
の
見
学
を
促
す
方
策
を

問　
保
育
施
設
に
対
す
る
保
護
者
の
理
解

不
足
に
よ
り
、
入
園
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

起
き
て
い
る
。
施
設
見
学
の
実
施
状
況
を

入
園
申
請
時
の
項
目
と
す
る
と
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
見
学
や
動
画
案
内
の
整
備
に

対
す
る
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
見
学
の
有
用
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

申
請
時
の
記
載
欄
化
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
見
学
等
は
有
効
な
手
法
で
あ

り
、
他
市
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

生
徒
会
費
未
納
分
補ほ

塡て
ん

に
つ
い
て

問　
教
育
委
員
会
は
、
教
材
費
等
の
業
者

へ
の
支
払
い
だ
け
で
な
く
、
生
徒
会
費
未

納
分
も
学
校
徴
収
金
か
ら
立
て
替
え
払
い

す
る
よ
う
指
示
す
る
な
ど
、
目
的
外
流
用

を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
れ
は
適
切
な
の
か
。

答　
生
徒
会
費
未
納
分
は
す
で
に
徴
収
し

た
他
の
保
護
者
の
学
校
徴
収
金
を
一
時
的

に
充
て
て
い
る
。
教
材
費
と
同
様
の
取
り

扱
い
で
、
令
和
７
年
９
月
定
例
会
の
答
弁

の
と
お
り
適
切
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

吹
田
党
・
参
政
党

石い
し

川か
わ　

　
勝ま

さ
る

大
阪
維
新
の
会

乾い
ぬ
い　

　
　

詮さ
と
し

大
阪
維
新
の
会

清し

水み
ず　

亮り
ょ
う

佑す
け

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

自
民
党
吹
田
・
無
所
属
の
会

藤ふ
じ

木き　
栄え

い

亮す
け

本会議等のインターネット放映を実施しています
　より多くの市民へ開かれた議会を目指すため、本会議や予算常任委
員会（全体会）等のインターネット放映を実施しています。インター
ネット放映は、パソコンのほか、スマートフォン等の携帯端末からで
も視聴できます。
　市議会ホームページの「議会中継（インターネット）」からアクセスし
て、ぜひご覧ください。 議会中継
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※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

常任委員会の審査から

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

議案第118号　一般会計補正予算（第４号）

議案第119号　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

〈主な内容〉
○税務システム事業�
� 2,047万円
　�令和７年度税制改正に伴う税務システムおよび

コンビニ交付システム改修費用

〈主な内容〉
○一般被保険者保険料還付事業�
� 950万円
　過年度保険料に係る過誤納還付金の追加

○戸籍住民登録事業�
� 1,063万円
　�民法等の一部改正（離婚後の共同親権導入）に

伴う戸籍情報システム等改修費用

○一般事務事業�
� 72万円
　�建物明け渡し義務不存在確認請求事件に伴う

弁護士報酬

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
３
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第118号　一般会計補正予算（第４号）
　令和７年度税制改正に伴う税務システムおよびコンビニ交付システム
　改修費用の支出など3,788万円の増額補正のほか、
　債務負担行為（複数年度にわたり支出を予定する事業）補正として、
　�豊一留守家庭児童育成室リース費用などを追加、学事・援助金システ
ム学齢簿編製等・就学援助サーバ更新対応業務の限度額変更

議案第119号　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　過年度保険料に係る過誤納還付金の追加に伴う経費950万円の増額

主 な 付 託 案 件
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　国の総合経済対策（令和７年11月21日閣議決定）における重点支援地方創生臨時交付金の拡充等を
受け、本定例会最終日の12月22日に、以下の物価高騰対応に係る一般会計補正予算（第６号）が追加
提案されました。
　本補正予算については、国から速やかな支援の実施に向けて可能な限り年内での予算化に向けた検
討を求める通知があり、市からも早期の議決を求められたことから、予算常任委員会への付託を行わ
ず、同日の本会議で議案質疑、討論・採決を行い、全員賛成で可決しました。

議案第131号　一般会計補正予算（第６号）
物価高騰対応に係る補正予算を可決

市内の店舗で利用できる
プレミアム（40％）付き 
デジタル商品券の発行

プレミアム付きデジタル商品券の発行�
� ７億4,080万円

65歳以上の高齢者に 
対し、ギフトカード（１人
当たり5,000円）を送付

高齢者へのギフトカードの送付�
� ５億3,325万円

小 学 校 給 食 費１ 月～ 
３月分の無償化

小学校給食費の保護者負担軽減�
� ２億5,401万円

18歳以下の子どもが
いる世帯に物価高対応
子育て応援手当（子ども
１人につき２万円）を
支給

物価高対応子育て応援手当�
� 14億2,029万円

保育所等、障がい児通所支
援事業所、介護サービス事
業所、障がい福祉サービス
事業所および医療機関等に
対する応援金の支給

福祉施設等への応援金の支給�
� ３億2,080万円

中小企業者の生産性向
上のための設備投資に
対する補助

中小企業者の生産性向上に向けた
設備投資への補助�
� １億4,000万円
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議案第121号　�一般職職員の給与条例及び特別職職員の給与条例の�
一部改正

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○人事院勧告に準拠し、給与を改定する根拠
○同勧告に準拠した額に改定する際の基準額の考え方
○同勧告が引き下げとなった過去の改定状況
○初任給調整手当の支給目的
○採用予定職員への改定内容の周知方法
○職員定数に対する充足状況

〈賛成意見の概要〉
○�昨今の物価上昇を考慮し、本市職員の生活の

安定および民間企業の賃上げ気運の醸成を図
るため、本市職員がますます業務にまい進す
ることを期待し、賛成とする。市民の期待に
応えるためにも、民間企業以上の意欲をもっ
て行政サービスに当たるよう求める。

賛成多数で
承  認

議案第122号　�特別職職員の給与条例及び議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当条例の一部改正

〈主な質疑項目〉
○人事院勧告に準拠した額に改定する際の基準額の考え方
○同勧告に対する近隣市の対応状況

〈賛成意見の概要〉
○�今回の期末手当の引き上げは、一般職職員と同

様に扱うことが適当という報酬等審議会の考え
方に沿ったものと認識している。同審議会に対
しては、議会として、議員の報酬等に関しても
審議を依頼した経過もあり、この答申に沿った
提案については尊重すべきと考え、賛成する。

〈反対意見の概要〉
○�令和６年度一般会計の決算は実質単年度収支が

約19億円の赤字で、今年度も財政調整基金か
らの繰入総額が95億円を超過しており、決算
見込みは大変厳しい状況と推察される。こうし
た財政状況の中、市政運営の責任者である市長
や、議員の手当を増額する提案には反対する。
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議案第88号　旅費条例の一部改正
　日当の廃止、宿泊料の算定方法の変更等を行うものです。

議案第121号　�一般職職員の給与条例及び特別職職員の給与条例の�
一部改正

　職員の給与の改定を行うものです。

議案第122号　�特別職職員の給与条例及び議員の議員報酬、費用弁償�
及び期末手当条例の一部改正

　市長および議員の期末手当の改定を行うものです。

主 な 付 託 案 件

議案第88号　旅費条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○旅費支給に係る事務手続きの変更点
○旅費のキャッシュレス決済や旅行代理店の利用状況
○割引乗車券の使用の可否

○他市における鉄道の特別車両の利用状況
○�法施行が本年４月にもかかわらず提案が

今定例会となった理由
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議案第90号　道路占用料徴収条例の一部改正
　�道路占用料の改定等を行うものです。

議案第91号　都市公園条例の一部改正
　�公園の占用の許可に係る使用料の改定等を行うものです。

議案第115号　花とみどりの情報センターの指定管理者の指定
　株式会社日比谷アメニスを、令和８年４月１日から
　令和13年３月31日まで指定管理者に指定するものです。

主 な 付 託 案 件

議案第90号　道路占用料徴収条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○本市における自動運行補助施設の設置状況
○改定後の単価の増減が占用物件により異なる理由
○還付事例がない中で、還付規定を新設する理由

○道路占用料の今後の見直し予定
○未払いを防止するための現在の確認体制
○府道と市道の交差点における徴収の考え方

議案第91号　都市公園条例の一部改正 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○Ｐａｒｋ－ＰＦＩで設置された収益施設に対して、公園占用料を徴収しない理由
○公園占用料の還付事例の有無
○公園占用料の今後の見直し予定
○他市における公園占用料の設定根拠
○市外在住者が通勤・通学時に本市の公園を通行することに対する市の考え

花とみどりの情報センター

議案第115号　花とみどりの情報センターの指定管理者の指定 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○複数の事業者に応募してもらうための取り組みを進める必要性
○現指定管理者による運営の成果および課題
○選定委員による施設利用状況等の現地調査の有無
○�市民参画等によるみどりのまちづくりを推進する施設にもかかわらず、

選定委員に施設利用者を加えていない理由
○新規利用者の獲得等の課題解消を図るための柔軟な評価項目の設定
○�物価高騰や賃金上昇が見込まれる中、募集要項において管理経費を 

５年間同額とした理由
○自主事業なしに採算を取ることが困難な管理経費を設定することの是非
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議案第101号～107号　各市民ホールの指定管理者の指定
　令和８年４月１日から令和13年３月31日までの、各市民ホール
　（８施設のうち７施設）の指定管理者を指定するものです。
議案第108号～111号　各コミュニティセンターの指定管理者の指定
　令和８年４月１日から令和13年３月31日までの、各コミュニティ
　センター（４施設）の指定管理者を指定するものです。
議案第113号　武道館の指定管理者の指定
　南海ビルサービス株式会社を、令和８年４月１日から
　令和13年３月31日まで指定管理者に指定するものです。

主 な 付 託 案 件

議案第101号～107号　各市民ホールの指定管理者の指定 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○特性等が異なる複数施設の指定管理者候補者を、同一の選定委員会で選定することの妥当性
○非公募での指定管理者候補者の選定が、施設の設置目的を最も効果的に達成できるとする理由
○管理経費の提案額の積算根拠
○施設規模等にかかわらず一律に人員が配置されていることに対する市の認識
○施設運営を持続可能なものにするため、賃金上昇を見据えた予算を市として積算する必要性
○施設利用の公平性担保を目的とした運用指針等の有無
○施設稼働率向上に資する取り組みとして、施設予約システムの導入等デジタル化を推進する可能性

〈賛成意見の概要〉
○�選定委員は各市民ホール共通ではなく地域や施設の特色を踏まえて

選定すべきである。また、指定管理料は期間中でも状況に応じて指
定管理者と協議し見直すなど柔軟な対応が求められる。令和８年１
月施行の取適法の禁止事項にも留意し、施設の使用料等の在り方や
指定管理者制度ガイドラインの見直しを全庁的に進めるべきである。

津雲台市民ホール

議案第108号～111号　各コミュニティセンターの指定管理者の指定 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
○管理経費の提案額の積算根拠
○施設関係者と意見交換を行い、市が施設の実情に応じた予算を積算する必要性
○賃金上昇率が想定を上回り、施設運営に影響が生じた場合の市の対応
○施設の老朽化に伴う修繕状況
○施設稼働率向上策として、駐車場整備を検討する必要性

〈賛成意見の概要〉
○�勤続年数にかかわらず給与は一律だが、経験等が適切に反映される

仕組みが必要である。予算についても市が決めた額を前提にせず、
実際に必要な額を把握し、指定管理者自身の積算能力向上も図るべ
きである。なお、今回の指定管理者候補者に反対するものではない。 内本町コミュニティセンター
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付 託 案 件
議案第98号　調停条項案の受諾
　�本市所有の建物の明け渡し義務の存否に係る調停申し立て事件に�
ついて、吹田簡易裁判所から提示された調停条項案を受諾する�
ものです。

議案第116号　�地方独立行政法人市立吹田市民病院第４期中期目標の策定
　��地方独立行政法人市立吹田市民病院の第４期中期目標を定める�
ものです。

議案第98号　調停条項案の受諾 全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉
〇�本調停条項案により、当該建物の明け渡しが確実に実現できると

判断した根拠
〇調停に至るまでの申立人との協議状況
〇調停により、本事案の解決を図ることの妥当性

〈主な質疑項目〉
〇高齢化に伴う医療需要への対応方針
〇財務状況の健全化だけでなく、公的な役割を重視した今後の計画策定
〇財務状況の分析と経営改善の取り組み
〇患者へのアンケート結果を踏まえた満足度向上に資する取り組み
〇手話通訳者の常時配置など、市主導で合理的配慮を推進する必要性
〇国立循環器病研究センター以外の近隣病院との連携
〇さまざまな職種に配慮した職場環境の整備

議案第113号　武道館の指定管理者の指定 全員賛成で
承  認

○管理経費の提案額の積算根拠
○複数の事業者からの応募を促す方策の検討
○指定管理者候補者の事業実績に対する市の認識

○�指導の質の確保に向け、スポーツ資格を有する
指導員の雇用状況を確認する必要性

○�専門的な知識を要する施設管理の方法を継承して
いくための方策

〈主な質疑項目〉

〈賛成意見の概要〉
○�応募団体が１団体のみとなった背景には、これまでの指定管理で赤字が続いていたことや、適切な価格

転嫁が行われてこなかった点など、制度上の課題があると考えられる。取適法にも十分に留意し、指定
管理料の積算を根本から見直すべきである。現状ではこの方式以外に選択肢がないため反対はしないが、
指定管理者候補者がこれまでの経験を生かした運営を行えるよう、万全な体制を整えてもらいたい。

議案第116号　地方独立行政法人市立吹田市民病院第４期中期目標の策定 全員賛成で
承  認
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
継続審査案件（令和７年９月定例会提案分）

議案第86号 令和６年度吹田市水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決
議案第87号 令和６年度吹田市下水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決
認定第３号 令和６年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第４号 令和６年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第６号 令和６年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第７号 令和６年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第８号 令和６年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第９号 令和６年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第10号 令和６年度吹田市水道事業会計決算認定について 決 認定
認定第11号 令和６年度吹田市下水道事業会計決算認定について 決 認定
報　　告

報告第29号 吹田市開発ビル株式会社の経営状況について 報告
報告第30号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第31号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第32号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第33号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
条　　例

議案第88号 吹田市旅費条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
議案第89号 吹田市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第90号 吹田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決
議案第91号 吹田市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第121号 吹田市一般職の職員の給与に関する条例及び吹田市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 財 原案可決

議案第123号 吹田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
予　　算

議案第117号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第118号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第４号） 予 原案可決
議案第119号 令和７年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第120号 令和７年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決
議案第124号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第125号 令和７年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第126号 令和７年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第127号 令和７年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第128号 令和７年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第129号 令和７年度吹田市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第130号 令和７年度吹田市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第131号 令和７年度吹田市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

その他の議案

議案第92号 吹田市立千里第三小学校昇降機棟増築及び旧千里山西デイサービスセンター大規模改修ほか工事（建築工事）
請負契約の締結について 可決

議案第93号 吹田市破砕選別工場等改修工事（建築工事）請負契約の一部変更について 可決
議案第94号 旧市営岸部北住宅解体撤去工事請負契約の一部変更について 可決
議案第95号 上の川上面整備工事請負契約の一部変更について 可決
議案第96号 佐井寺西土地区画整理事業に係る雨水調整池等築造工事（その２）請負契約の一部変更について 可決
議案第97号 重文旧西尾家住宅主屋ほか６棟建造物保存修理工事（Ⅰ期工事）請負契約の一部変更について 可決
議案第98号 調停条項案の受諾について 福 可決
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※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
　財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会、決…決算常任委員会

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
議案第99号 訴えの提起について 可決
議案第100号 公用車の交通事故に係る損害賠償額の決定について 建 可決
議案第101号 吹田市津雲台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第102号 吹田市高野台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第103号 吹田市佐竹台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第104号 吹田市桃山台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第105号 吹田市青山台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第106号 吹田市古江台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第107号 吹田市竹見台市民ホールの指定管理者の指定について 文 可決
議案第108号 吹田市立内本町コミュニティセンターの指定管理者の指定について 文 可決
議案第109号 吹田市立亥の子谷コミュニティセンターの指定管理者の指定について 文 可決
議案第110号 吹田市立千一コミュニティセンターの指定管理者の指定について 文 可決
議案第111号 吹田市立千里山コミュニティセンターの指定管理者の指定について 文 可決
議案第112号 吹田歴史文化まちづくりセンターの指定管理者の指定について 文 可決
議案第113号 吹田市立武道館の指定管理者の指定について 文 可決
議案第114号 吹田市立総合運動場の指定管理者の指定について 文 可決
議案第115号 吹田市花とみどりの情報センターの指定管理者の指定について 建 可決
議案第116号 地方独立行政法人市立吹田市民病院第４期中期目標の策定について 福 原案可決

＜全員賛成以外の議案＞
継続審査案件（令和７年９月定例会提案分）

認定第１号 令和６年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第２号 令和６年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
認定第５号 令和６年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定
条　　例

議案第122号 吹田市特別職の職員の給与に関する条例及び吹田市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決

議員提出議案
市会議案第23号 「日本国国章損壊罪」の新設を求める意見書 原案可決

賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

賛成者は○、反対者は×としています。
会派名：自民党＝自民党吹田・無所属の会、吹・参＝吹田党・参政党、市民と歩＝市民と歩む議員の会、立＝立憲民主党、参＝参政党

議決結果

大阪維新の会 日本共産党 公明党 自民党 吹・参 市民と歩 立 参

賛　
成

反　
対

後
藤
久
美
子

川
田　
　
尚

江
口
礼
四
郎

清
水　
亮
佑

今
西　
洋
治

林　
　
恭
広

橋
本　
　
潤

乾　
　
　
詮

高
村　
将
敏

井
口　
直
美

益
田　
洋
平

玉
井
美
樹
子

山
根　
建
人

村
口
久
美
子

竹
村　
博
之

塩
見
み
ゆ
き

柿
原　
真
生

浜
川　
　
剛

井
上
真
佐
美

野
田　
泰
弘

小
北　
一
美

矢
野
伸
一
郎

澤
田　
直
己

白
石　
　
透

有
澤　
由
真

泉
井　
智
弘

藤
木　
栄
亮

石
川　
　
勝

後
藤　
恭
平

中
西　
勇
太

梶
川　
文
代

五
十
川
有
香

西
岡　
友
和

久
保　
直
子

継続審査案件（令和７年９月定例会提案分） 議
長
に
つ
き
、採
決
に
は
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

認定第１号 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
認定第２号 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 24 9
認定第５号 認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 7
条　　例

議案第122号 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2310
議員提出議案

市会議案第23号 原案可決 ○ × × ○ ○ × × ○ 1914
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～意  見  書 ～

次回のすいた市議会だより（No.348 ２月定例会号）は令和８年（2026年）６月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

　次の意見書案１件を可決し、政府等に
送付しました。（可決した意見書は、一部
を要約して掲載しています。詳細は市議
会ホームページをご覧ください。）

○�「日本国国章損壊罪」の新設を求める意見書
　�　侮辱的な意思を持って日本国旗が損壊等される

事例が発生していることを受け、国家の尊厳等を
守るため、刑法を改正し、外国の尊厳等を傷つけ
る行為を禁止する外国国章損壊罪と同等の罰則を
新設するよう強く求める。

　「地方議会の意義と役割－開放性と効率性の間で－」
と題し、予算審査における地方議会の在り方について
研修会を実施しました。

（講師：近畿大学法学部　辻
つじ

　陽
あきら

 教授）

９月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌

開催した会議

10
月

17日 決算常任委員会財政総務分科会

20日 決算常任委員会文教市民分科会

21日 決算常任委員会健康福祉分科会

22日 決算常任委員会建設環境分科会

29日 決算常任委員会

11
月

６日 議会広報委員会

12日 議会運営委員会

19日 議会運営委員会

26日 本会議、議会運営委員会

12
月

２日 議会広報委員会

３日 本会議

４日 本会議

５日 本会議、議会運営委員会

８日 本会議、常任委員会（財政総務、文教市民、
健康福祉、建設環境、予算）

９日 常任委員会（財政総務、文教市民）
予算常任委員会分科会（財政総務、文教市民）

11日 常任委員会（健康福祉、建設環境）
予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）

16日 予算常任委員会

18日 議会運営委員会

22日 本会議

可決した
意見書

　２月定例会を２月18日㈬から３月24日㈫までの会期で開催しています。なお、日程は予定であり、変更されることがあるほ
か、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合がありますのでご了承ください。本会議および常任委員会は、原則10時開会予
定でいずれも公開しています。傍聴を希望される場合は、あらかじめ市議会ホームページ等でご確認ください。

令和８年(2026年)２月定例会日程

２月18日㈬ 本会議（提案説明）
	 予算常任委員会（提案説明、資料要求）
	 予算常任委員会財政総務分科会（質疑）
	 予算常任委員会健康福祉分科会（質疑）
	 25日㈬ 予算常任委員会（討論・採決）午前9時20分

本会議（質問）
	 26日㈭ 本会議（質問）
	 27日㈮ 本会議（質問）
３月 ２日㈪ 本会議（質問）
	 予算・４常任委員会 （提案説明、資料要求）
	 ３日㈫ ４常任委員会（質疑、討論・採決）

３月 ４日㈬ 予算常任委員会財政総務分科会（質疑）
	 予算常任委員会文教市民分科会（質疑）
	 ５日㈭ 予算常任委員会財政総務分科会（質疑）
	 予算常任委員会文教市民分科会（質疑）
	 ６日㈮ 予算常任委員会健康福祉分科会（質疑）
	 予算常任委員会建設環境分科会（質疑）
	 ９日㈪ 予算常任委員会健康福祉分科会（質疑）
	 予算常任委員会建設環境分科会（質疑）
	 17日㈫ 予算常任委員会（総括質疑、討論・採決）
	 24日㈫ 本会議（討論・採決）

※４常任委員会：財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境常任委員会
※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載しています。
※本会議での保育付き傍聴（２月18日の提案説明を除く）や手話通訳者の派遣を実施していますので、希望される方は事前に議会事務局まで
　ご連絡ください。（電話 06-6384-2644　FAX 06-6338-0920）

議員研修会を実施しました

１月に開催した議員研修会
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